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甲
状
腺
が
ん
多
発
の
福
島
県

メ
デ
ィ
ア
の
黙
殺

患
者
の
孤
立

「
な
ぜ
、
な
か
っ
た
こ
と
に
さ
れ
る
の
か
？
」

若
年
者
の
甲
状
腺
が
ん
〟
に
つ

い
て
、
牛
山
公
害
環
境
対
策
副

部
長
は
日
本
外
国
特
派
員
協
会

の
記
者
会
見
で
こ
う
語
っ
た
。

　

福
島
原
発
事
故
と
甲
状
腺
が

ん
の
関
係
を
政
府
や
東
京
電

力
、
国
連
科
学
委
員
会
は
現
在

認
め
て
い
な
い
。
他
方
で
チ
ョ

ル
ノ
ー
ビ
リ
（
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
）
原
発
事
故
に
お
け
る
放
射

性
ヨ
ウ
素
汚
染
と
小
児
甲
状
腺

が
ん
発
生
率
の
相
関
を
国
際
機

関
が
認
め
た
の
は
事
故
発
生
か

ら
１０
年
後
で
あ
り
、
核
の
被
害

は
歴
史
的
に
も
過
小
評
価
さ
れ

て
き
た
可
能
性
が
高
い
。

　

現
状
を
継
続
的
に
追
い
、
国

際
的
に
広
め
る
た
め
に
こ
の
記

者
会
見
は
開
か
れ
た
。

バ
ッ
シ
ン
グ
へ
の
恐
れ
も

国
際
的
報
道
を
求
め
る

　

甲
状
腺
が
ん
支
援
グ
ル
ー
プ

〝
あ
じ
さ
い
の
会
〟
共
同
代
表

で
も
あ
る
牛
山
副
部
長
は
、
福

島
原
発
事
故
後
の
県
民
調
査
に

お
い
て
、
甲
状
腺
が
ん
ま
た
は

疑
い
症
例
が
３８
万
人
中
４
０
８

人
に
上
っ
た
こ
と
を
報
告
し

た
。
通
常
の
発
生
率
は
年
間
１

０
０
万
人
に
２
人
程
度
だ
。

　

牛
山
副
部
長
は
患
者
の
多
く

が
病
気
そ
の
も
の
だ
け
で
な

く
、
社
会
の
圧
力
に
も
苦
し
ん

で
い
る
こ
と
を
強
調
。
あ
る
患

者
は
医
師
へ
被
ば
く
量
す
ら
告

げ
て
い
な
い
の
に
「
こ
の
病
気

は
原
発
事
故
と
関
係
な
い
」
と

断
定
さ
れ
、
ま
た
あ
る
患
者
の

母
親
は
「
今
、
福
島
で
は
甲
状

腺
が
ん
の
報
道
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
な
ぜ
、
な
か
っ
た
こ
と
に

さ
れ
て
い
る
の
か
？
な
ぜ
、『
甲

状
腺
が
ん
に
な
っ
た
』
と
言
っ

て
は
ダ
メ
な
の
か
？
」
と
語
っ

て
い
る
と
し
た
。

　

牛
山
副
部
長
は
低
線
量
被
ば

く
の
長
期
的
健
康
調
査
の
実
施

と
患
者
支
援
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
社
会
が
目
を
背
け
る
患
者

の
問
い
に
向
き
合
い
続
け
、
患

者
に
寄
り
添
い
続
け
る
こ
と
が

「
臨
床
医
と
し
て
の
責
任
だ
と

思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

３
１
１
子
ど
も
甲
状
腺
が
ん

裁
判
弁
護
団
長
の
井
戸
謙
一
弁

護
士
は
、
同
裁
判
を
解
説
。
被

告
で
あ
る
東
京
電
力
は
被
ば
く

に
よ
る
過
剰
発
生
を
否
定
し
、

①
ハ
ー
ベ
ス
ト
効
果
（
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
で
の
前
倒
し
発
見
）
、

②
潜
在
が
ん
発
見
効
果
（
過
剰

診
断
）
―
の
い
ず
れ
か
だ
と
主

張
。
原
告
は
①
一
定
の
ハ
ー
ベ

ス
ト
効
果
は
認
め
つ
つ
も
１５
年

間
で
４
０
０
人
以
上
発
見
さ
れ

た
こ
と
は
説
明
が
つ
か
な
い
、

②
発
見
さ
れ
た
が
ん
の
大
部
分

は
軽
い
も
の
で
は
な
い
―
と
反

論
し
て
い
る
。
東
電
の
主
張
は

国
連
科
学
委
員
会
の
報
告
に
基

づ
く
が
、
そ
の
報
告
に
充
分
な

根
拠
は
な
い
。
原
告
や
家
族
は

〝
復
興
の
妨
げ
〟
と
バ
ッ
シ
ン

グ
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
甲
状

腺
が
ん
に
な
っ
た
こ
と
す
ら
周

囲
に
話
せ
ず
孤
立
し
て
い
る
と

紹
介
。
「
そ
の
こ
と
が
患
者
を

一
層
苦
し
め
て
い
る
」
と
し
、

日
本
の
大
手
メ
デ
ィ
ア
が
黙
殺

す
る
現
下
、
こ
の
裁
判
の
国
際

的
な
報
道
を
求
め
た
。

健
康
調
査
の
縮
小

「
間
違
っ
て
い
る
」

　

質
疑
は
「
東
電
は
人
間
性
の

観
点
か
ら
全
患
者
へ
賠
償
す
る

の
が
当
然
で
は
」
と
疑
問
が
呈

さ
れ
る
等
、
闊
達
に
行
わ
れ
た
。

　

牛
山
副
部
長
は
、
２０
歳
以
降

に
が
ん
の
診
断
を
受
け
た
若
年

者
は
進
行
が
早
く
、
検
査
間
隔

が
空
く
こ
と
で
発
見
が
遅
れ
る

こ
と
に
福
島
県
立
医
大
の
医
師

が
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
と

報
告
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、

福
島
県
民
健
康
調
査
を
縮
小
す

る
方
向
性
は
「
大
変
間
違
っ
て

い
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
記
者

か
ら
の
質
問
を
受
け
、
地
震
多

発
国
の
日
本
で
は
一
人
一
人
が

行
政
の
判
断
を
待
た
ず
安
定
ヨ

ウ
素
剤
を
服
用
で
き
る
よ
う
備

え
る
べ
き
だ
と
も
強
調
し
た
。

◇

　

記
者
会
見
は
日
英
同
時
通
訳

が
さ
れ
た
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
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で
視
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可
能
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公
害
環
境
対
策
部
作
成
の

「
原
子
力
発
電
所
重
大
事
故
時

の
放
射
線
の
被
ば
く
か
ら
身
を

守
る
身
近
な
策
ガ
イ
ド
」
は
協

会
Ｈ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｐ
か
ら
Ｄ

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ドＬ

可
能
。

　

「『
な
ぜ
私
が
甲
状
腺
が
ん
に

な
っ
た
の
か
を
知
り
た
い
』
、

患
者
さ
ん
が
そ
う
苦
し
ん
で
い

る
限
り
、
こ
の
問
い
に
向
き
合

い
続
け
る
こ
と
が
医
師
の
責
任

だ
と
思
い
ま
す
」

―
。
福

島
第
一
原
発
事
故
か
ら
１５
年
を

迎
え
る
前
日
の
３
月
１０
日
、
福

島
県
周
辺
で
多
発
す
る〝
小
児
・

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
医
薬
品
と
の

代
替
を
理
由
に
、
約
１
千
１

０
０
品
目
の
医
療
用
医
薬
品

の
患
者
負
担
を
約
５
割
へ
引

き
上
げ
る
「
一
部
保
険
外
療

養
」
の
創
設
が
、
健
保
法
等

改
正
案
の
一
つ
と
し
て
今
国

会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
現
役
世
代
の
保

険
料
負
担
の
軽
減
に
伴
う
医

療
費
削
減
策
と
し
て
、
「
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し
」

と
称
さ
れ
議
論
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
は
医
療
用
医
薬
品
で
あ

る
。
市
販
薬
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）
と

は
含
有
量
や
用
法
、
効
能
な

ど
が
異
な
り
、
臨
床
上
の
代

替
性
は
限
定
的
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
厚
労
省
が
明
瞭
・

明
晰
な
資
料
を
提
示
、
問
題

提
起
し
て
い
る
。

　

結
果
的
に
、
「
す
べ
て
の

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
１
０
０
％

保
険
外
と
す
る
」
か
ら
、「
成

分
・
投
与
経
路
が
同
一
で
一

日
最
大
用
量
が
異
な
ら
な
い

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
機
械
的
に

抽
出
し
、
薬
価
の
２５
％
を
保

険
外
と
す
る
」
と
、
妥
協
案

の
様
相
で
出
さ
れ
た
の
が

「
一
部
保
険
外
療
養
」で
あ
る
。

　

政
府
は
、
「
一
部
保
険
外

療
養
」
に
よ
っ
て
当
該
医
薬

品
の
患
者
負
担
は
実
質
５

割
、
医
療
費
削
減
効
果
を
約

９
０
０
億
円
と
試
算
し
て
い

る
。
し
か
し
、
医
療
費
に
お

け
る
保
険
料
の
構
成
比
は
約

５０
％
で
被
保
険
者
８
千
万
人

に
換
算
す
る
と
、
一
人
年
間

５
７
８
円
で
月
額
４８
円
。
現

役
世
代
は
労
使
折
半
で
２４
円

の
減
額
で
し
か
な
い
。
微
々

た
る
保
険
料
減
と
引
き
換
え

に
、
▽
自
己
判
断
に
よ
る
市

販
薬
服
用
の
拡
大
、
▽
自
己

判
断
の
誤
り
・
受
診
遅
れ
等

に
よ
る
重
篤
化
―
な
ど
リ
ス

ク
が
多
い
。

　

さ
ら
に
、
「
一
部
保
険
外

療
養
」
は
医
薬
品
以
外
に
も

対
象
が
広
が
る
可
能
性
が
あ

る
。
法
文
は
市
販
薬
と
と
も

に
〝
そ
の
他
〟
と
あ
り
、
こ

の
文
言
が
玉
虫
色
だ
。
患
者

負
担
を
実
質
的
に
拡
大
す
る

「
打
出
の
小
槌
」
と
な
り
得

る
仕
組
み
で
も
あ
り
、
法
文

の
解
釈
拡
大
と
な
ら
ぬ
よ
う

国
会
審
議
で
楔
を
打
た
せ
る

必
要
が
あ
る
。

　

先
の
総
選
挙
で
、
医
療
・

社
会
保
障
に
理
解
と
見
識
の

あ
る
議
員
が
返
り
咲
き
、
与

党
内
で
は
「
一
部
保
険
外
療

養
」
の
創
設
に
慎
重
論
が
出

て
い
る
。
期
待
す
る
一
方
、

健
保
法
等
改
正
案
は
こ
の
ほ

か
、
▽
後
期
高
齢
者
の
負
担

増
、
▽
出
産
費
用
の
給
付
体

系
見
直
し
、
▽
高
額
療
養
費

の
年
間
上
限
な
ど
再
見
直
し

―
な
ど
、
関
連
性
は
薄
い
が

各
々
が
国
民
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
す
重
要
な
改
正
を
一
括

審
議
す
る
。
〝
い
わ
ゆ
る
束

ね
法
案
〟
は
審
議
の
不
十
分

さ
、
争
点
の
隠
蔽
な
ど
、
数

の
力
で
国
会
審
議
を
形
骸
化

さ
せ
る
懸
念
が
強
い
。

　

患
者
負
担
増
を
伴
う
「
一

部
保
険
外
療
養
」
は
、
新
た

な
患
者
負
担
拡
大
の
た
め
の

方
策
で
あ
り
、
制
度
創
設
を

阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
協
会
で
は
院
内
ポ
ス
タ

ー
の
配
布
や
患
者
署
名
の
協

力
呼
び
か
け
な
ど
、
待
合
室

を
通
じ
て
患
者
へ
の
周
知
と

世
論
化
を
図
る
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
会
員
諸
氏
の

協
力
を
お
願
い
す
る
。

薬
剤
の
５
割
負
担
、

健
保
法
附
則
の
形
骸
化
の
梃

「
一
部
保
険
外
療
養
」

創
設
に
反
対
す
る

各
支
部
総
会
の
ご
案
内

各
支
部
総
会
の
ご
案
内

＊
主
な
議
題
は
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
案
、
２６
年
度
活
動
方
針
案
等

で
す
（
お
問
合
せ

：

各
支
部
℡

０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１
）
。

＊
議
事
は
会
員
の
み
対
象
で
す
。
記
念
講
演
は
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
、

ご
家
族
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

と
　
き

５
月
１２
日
（
火
）
午
後
７
時
１５
分
～

と
こ
ろ

藤
沢
商
工
会
館
ミ
ナ
パ
ー
ク

（
５
０
３
会
議
室
）

◇
記
念
講
演
（
現
地
の
み
）
午
後
７
時
３０
分
～

テ
ー
マ

「《
道
》
で
た
ど
る
藤
沢
宿
の
変
遷
」

講
　
師
　
藤
澤
浮
世
絵
館

学
芸
員

細
井　

守
氏

定
　
員

３０
名
程
度

湘
南
支
部

と
　
き

５
月
７
日
（
木
）
午
後
７
時
１０
分
～

と
こ
ろ
　
海
老
名
市
文
化
会
館
（
１
２
２
大
会
議
室
）

◇
記
念
講
演
（
現
地
の
み
）
午
後
７
時
３０
分
～

　
テ
ー
マ

「
糖
尿
病
診
療
の
医
科
・
歯
科
連
携

―
如
何
に
し
て
連
携
体
制
を
構
築
す
る
か
―
」

講
　
師
　
か
な
も
り
内
科

院
長

金
森　

晃
氏

定
　
員

３０
名

県
央
支
部

と
　
き

５
月
１２
日
（
火
）
午
後
７
時
３０
分
～

と
こ
ろ

協
会
会
議
室

◇
記
念
講
演
（
現
地
の
み
）
午
後
８
時
～

テ
ー
マ

「
神
奈
川
県
の
海
岸
線
全
て
歩
い
て
ご
み

拾
い
。
そ
こ
で
見
え
て
き
た
神
奈
川
県
と

横
浜
市
の
あ
ら
た
な
る
問
題
点
」

講
　
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
の
森
・
山
の
森
事
務
局

理
事
長

　
　
　
　
冒
険
写
真
家

豊
田　

直
之
氏

定
　
員

５０
名

横
浜
支
部

と
　
き

５
月
２５
日
（
月
）
午
後
７
時
１０
分
～

と
こ
ろ

川
崎
市
医
師
会
館
（
３
Ｆ

ホ
ー
ル
）

◇
記
念
講
演
（
現
地
の
み
）
午
後
７
時
３０
分
～

　
テ
ー
マ

「
や
さ
し
く
学
ぶ
、
こ
こ
ろ
の
漢
方
」

講
　
師
　
か
え
る
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
院
長

陶
山　

亨
氏

川
崎
支
部

と
　
き

５
月
２２
日
（
金
）
午
後
７
時
～

と
こ
ろ

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
第
３
集
会
室
）

◇
記
念
講
演
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）
午
後
７
時
３０
分
～

テ
ー
マ

「
転
倒
・
腰
痛
対
策
に
よ
る
安
全
な
職
場

づ
く
り
を
目
指
し
た
運
動
の
理
論
と
実
践
」

講
　
師
　
株
式
会
社
ハ
イ
ク
ラ
ス
代
表
取
締
役

　
　
　
　
神
奈
川
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
産
業
保
健
相
談
員

位
髙　

駿
夫
氏

　
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

：

定
員
１５
名

Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

鎌
倉
支
部

と
　
き

５
月
１９
日
（
火
）
午
後
７
時
２０
分
～

と
こ
ろ

横
須
賀
産
業
交
流
プ
ラ
ザ
（
第
２
研
修
室
）

　
　
　

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

◇
記
念
講
演
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）
午
後
７
時
３０
分
～

　
テ
ー
マ

「
医
療
Ｄ
Ｘ
で
今
後
ど
う
な
る
　

医
療
機
関
が
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
」

講
　
師

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

　
　
　
　
　
事
務
局

主
幹

勝
亦　

琢
磨
氏

　
横
須
賀
産
業
交
流
プ
ラ
ザ

：

定
員
２０
名

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

　
※
総
会
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
の
場
合
は
、
必
ず

　
　
医
療
機
関
名
・
氏
名（
フ
ル
ネ
ー
ム
）を
表
示
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

横
須
賀
支
部

！？

と
　
き

５
月
１３
日
（
水
）
午
後
７
時
５０
分
～

と
こ
ろ

小
田
急
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野

（
８
階
「
み
ず
な
ら
」）

◇
記
念
講
演
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）
午
後
８
時
１５
分
～

　
テ
ー
マ

「
医
療
者
が
知
っ
て
お
き
た
い
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
話
」

講
　
師

さ
が
み
生
協
眼
科
・
内
科

　
　
　
　
　
内
科
部
長

牛
山　

元
美
氏

　
小
田
急
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野

：

定
員
２０
名

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

相
模
原
支
部

牛山副部長が
外国特派員協会で記者会見

左から井戸弁護士、牛山副部長


